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製品化実績等製品化実績等製品化実績等

血球分離チップ、HaloTag-ProteinG ｠融合蛋白、

ポリ尿素蒸着装置、フォローファイバー濾過チップ

今後の市場規模今後の市場規模（見込み見込み）等今後の市場規模（見込み）等

血球分離チップ 2千万円、リウマチ製剤判定抗体チップ 4億円

HaloTag-ProteinG ｠融合蛋白 ｠5千万円、

フォローファイバー濾過チップ   1千万円

11.2211.17

成果成果（技術技術）の概要の概要成果（技術）の概要

地域地域（エリアエリア）概要概要地域（エリア）概要

かずさ・千葉エリア

地域イノベーション戦略支援プログラム（都市エリア型（発展））

『免疫アレルギー疾患克服のための基礎研究から臨床・
産業応用研究への橋渡し産学官連携クラスター形成』

凸版印刷（株）、古河電気工業（株）、（株）プロテインエクスプレス、プロメガ（株）、アルテア技研（株）、
動物アレルギー検査（株）、鳥居薬品（株）、高信化学（株）、ウェザーサービス（株）、（株）DNAチップ研究所、
（株）クロモリサーチ、東洋合成工業（株）、（株）アドバンス、（株）TI、（株）リバネス、東芝機械（株）、
オーウェル（株）、日本全薬工業（株）
千葉大学、早稲田大学
（独）理化学研究所

財団法人　かずさディー・エヌ・エー研究所　都市エリア事業推進チーム 
〒292-0818  千葉県木更津市かずさ鎌足2－6－7
TEL：0438－52－3958　FAX：0438－52－3921　e-mail：info-toshiarea@kazusa.or.jp　　　　

地域（エリア）名

実 施 事 業 名

実　施　期　間

実　施　機　関

（太字は核となる研究機関）

中核機関（連絡先）

産…

学…
官…

ライフサイエンス
平成21年6月～平成26年3月（予定）

　免疫・アレルギー疾患克服のための基盤技術開発として、採

取した微量な血液から診断に必要な白血球、血しょうを自動分

離できる微小流路構造を持つ血球分離チップと、微量検体を

DNAアレイ★や抗体アレイ★解析が可能になるマイクロデバイス

を開発した。これらの機能を一体化して免疫・アレルギー疾患

の治療効果を予測するバイオマーカーの診断等に使用できるマ

イクロデバイスシステムの開発を目指している。

【成果】

①血球分離チップ：微量の血液を入れるだけで血球などを大き

　さに従って分離できるマイクロチップ。免疫学的研究や遺伝子

　発現研究において白血球や血しょうを分離する前処置を安価

　に簡便に実施するのに有用である。　

②HaloTag-ProteinG ｠ 融合蛋白：様々な抗体を結合できる機

　能性蛋白質であり、抗体アレイ作製を含めた広い用途をもつ

　組換え型蛋白。　

③ポリ尿素蒸着装置：早稲田大学の基材表面親水化処理技術

　を応用して、合成樹脂などの基材と血球等が吸着してしまう

　現象を抑制するため、基材をコーティングする装置。｠

④フォローファイバー濾過チップ：微量検体の取り扱いで培った

　技術の応用として、平膜フィルターでは、採りきれない汚れを

　取る濾過チップ。｠ 

製品化実績等製品化実績等製品化実績等

タック株式会社　

　　　健診システム（既存）：10億円（年商）

　　　マーケットシェア　  ：10%

今後の市場規模今後の市場規模（見込み見込み）等今後の市場規模（見込み）等

タック株式会社　

　　　企業・健保システム(新規事業) ：5億円（年商）

　　　マーケットシェア　　　　　　：10%確保

成果成果（技術技術）の概要の概要成果（技術）の概要

地域地域（エリアエリア）概要概要地域（エリア）概要

岐阜県南部エリア

地域イノベーション戦略支援プログラム（都市エリア型（発展））

検診結果を用いて将来の健康を予測
＜個人毎の体質に応じた個別化医療支援システムを開発＞

（株）エー・アンド・デイ、タック（株）、（株）東海メディカルプロダクツ、フェザー安全剃刀（株）、（株）ラボテック、
（株）Ｄ－Ａrt、（有）Ｄ＆Ｒ
岐阜大学、朝日大学、豊田工業大学、三重大学
（独）産業技術総合研究所、岐阜県産業技術センター、岐阜県機械材料研究所、岐阜県生活技術研究所

財団法人　岐阜県研究開発財団
〒509-0109  岐阜県各務原市テクノプラザ一丁目１番地
TEL：058－379－2213　FAX：058－379－2214　e-mail：ikou@gikenzai.or.jp　　

地域（エリア）名

実 施 事 業 名

実　施　期　間

実　施　機　関

（太字は核となる研究機関）

中核機関（連絡先）

産…

学…
官…

ライフサイエンス
平成21年6月～平成24年3月（予定）

データマイニング技術（※）を応用して、

・蓄積された大規模データから男女別・年齢別・検査
　項目別の状態遷移（プロセス）モデルを構築する技術 

・蓄積された大規模データから男女別・年齢別に複数
　検査項目間にまたがる健康リスク（正常でないという

　状態）要因をルールとして抽出する技術 

・状態遷移（プロセス）モデルと健康リスクルールを用い
　て将来の健康遷移状態を予測（推論）する技術

・Webマイニング技術を活用し、予測された健康リスク
　に対する推奨用コンテンツをWeb空間から収集して

　個人毎に情報提示する技術

を開発して、将来に亘る健康状態の遷移予測を可能と

し、その技術の応用は、個人毎の疾病・重篤化予防につ

ながる知識の発見を導く。また、保健師や産業医など

による保健指導に役立つ「個人毎の健康状態やリスク

に応じた個別化医療支援システム」を開発し、実用機と

して稼働させる準備に入っている。

　さらに、この技術を搭載した健康診断支援システム

の事業化（企業健保組合向けやWebサービスとして）を

計画中。

※データマイニング技術とは、データ解析技術により、大量の
　データから意味のあるパターンや構造を見つけ出すプロセス
　や作業のことである。

＜都市エリア型（発展）＞ ＜都市エリア型（発展）＞

DNAアレイ★ 抗体アレイ★：網羅的に遺伝子あるいは、たんぱく質発現量を測定するもの

血球分離チップ

フォローファイバー
チップ

ポリ尿素蒸着装置ポリ尿素蒸着装置ポリ尿素蒸着装置

最高血圧 （男性：55歳）

健康指標の状態遷移モデル

現在の検査値から、5年後はリスク群に移行する
可能性も確率で示される。
未来予測検診によりリスク回避を誘導。


